（第１－１号様式）

鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等民間活力
導入可能性調査業務公募型プロポーザル参加資格確認申請書
平成３１年　４月　　日

　三重県知事 あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職名前　　　　　　　　　　　㊞　
代表者生年月日　　　　年　　月　　日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表電話番号　　　　　　　　　　　　　
私は、平成３１年４月１２日付けで公表された、下記業務の公募型プロポーザルへの参加にあたり、参加仕様書に基づき参加資格の確認を申請します。

なお、この申請書及び添付書類の記載事項については、事実と相違ないこと及び下記誓約事項について誓約します。
記
１　業務名　鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等民間活力導入可能性調査
業務
２　誓約事項
　次のいずれにも該当しないこと
①　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４に規定する者
②　三重県からの入札参加資格（指名）停止を受けている期間中である者
③　三重県物件関係落札資格停止要綱（平成19年４月１日施行）により、落札資格停止
を受けている期間中である者または同要綱に定める落札資格停止要件に該当する者
④　三重県が賦課徴収するすべての税並びに消費税及び地方消費税について未納の者
⑤　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第３２
条第１項各号に掲げる者

３　添付書類
下記「４　特記事項」の登録者であって、登録済みの情報に変更がない場合は書類の提出を省略できるものとします。
・登記簿謄本、現在事項証明書、履歴事項証明書または代表者事項証明書の写し
・身分証明書（個人の場合。身元証明書。本籍地市町村長証明のもの。写し可）
・成年被後見人、被保佐人等について登記されていないことの証明書（個人の
場合。東京法務局発行のもの。写し可）
※プロポーザル参加に関し、支店または営業所等に権限が委任されている場合は
その委任状（第１－２号様式）
４　特記事項（該当する場合は、必要事項を記入してください。）
三重県物件等電子調達システム利用登録者
登録番号：
登録内容の変更（ 有 ・ 無 ）
５　申込書の記載に関する連絡先及び参加資格決定の通知先
	会社名
	

	担当部署・担当者名
	

	住所（所在地）
	〒


	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	Ｅ－ｍａｉｌ
	


６　その他
　　・参加資格及び落札資格確認のため、申込書に代表者の生年月日を記載していただきます。
　　・申込書に記載の個人情報に関しては、参加資格及び落札資格確認のために利用する以外に使用しません。また、その情報については、三重県個人情報保護条例に基づき適正に取り扱います。
　　・本書類提出後に参加辞退する場合は、速やかに本件担当課あてに連絡のうえ、参加辞退書（第１－３号様式）を提出してください。
（第１－２号様式）
委　任　状

	案件名
	鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の
複合運営等民間活力導入可能性調査業務


年　　月　　日

　三重県知事 あて
　　　　　委任者　　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　職 ・ 名　前　　　　　　　　　　　㊞　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記の案件において、下記の者を受任者（代理人）として定め、下記の権限を委任します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記
受任者（代理人）
　　　　　　　　　　住所（所在地）
　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　職 ・ 名　前　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　（見積書に押印する印を使用してください）
委任事項（※委任する事項を選択してください。）
１　□　資格申請に関する一切の件
２　□　企画提案に関する一切の件
３　□　契約の締結及び契約に定める関係書類に関する一切の件
４　□　契約の履行に関する件
（第１－３号様式）

鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等民間活力
導入可能性調査業務委託受託者選定プロポーザル参加辞退書
年　　月　　日
　三重県知事 あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職名前　　　　　　　　　　　㊞　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表電話番号　　　　　　　　　　　　　
平成３１年４月　　日付けで参加申込書を提出した「鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等民間活力導入可能性調査業務委託」受託者選定プロポーザル参加申請については、参加を辞退したいので届け出ます。
（第２号様式）

質　　問　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成３１年　４月　　日

　三重県知事 あて
（社会教育・文化財保護課　Ｆａｘ ０５９－２２４－３０２３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職名前　　　　　　　　　　　㊞　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表電話番号
「鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等民間活力導入可能性調査業務」にかかる公募型プロポーザルについて、次の事項を質問します。

	質　　問　　事　　項　　※質問に関する仕様書等の該当ページ・項目番号等も併記ください。

	


※質問書提出〆切：平成３１年４月１７日（水）１７時１５分
※回答は、平成３１年４月１９日（金）１７時１５分までに三重県ホームページに掲載します。
	【　連　絡　先　】

担当者所属：

担当者名：

担当者電話番号：
担当者Ｆａｘ番号：
担当者電子メール：


（第４号様式）
提案者の業務実績等
提案事業者名：　　　　　　　
	業務実績
平成２５年度以降に受託した当該業務と同種・類似の実績を記載すること。
また、その業務の受託を証する契約書等の該当部分の写しを添付すること。
	実績Ｎｏ．

　　　　　　　
　（最大５業務）

	業務名
	
	同種 ・ 類似
（いずれかに○）

	契約金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（税込）

	履行期間
	

	発注機関名
（住 所）
（電 話）
	

	業務概要
	

	技術的特徴
	


注）記入にあたっての注意事項
・同種とは「青少年教育施設ほか宿泊事業に係る導入可能性調査もしくはアドバイザリー業務」、「社会実験の実施もしくは同実証検討業務」、「Park-PFIの導入可能性調査」などを指し、　　類似とは「複合施設にかかるPPP導入可能性調査（※PFIの場合はコンセッション事業のみ）」、「既存施設コンセッションの導入可能性調査」、「公園運営管理業務」、「公園事業もしくは宿泊事業に係る市場調査業務」などを指す。
　 ・1業務1枚で作成すること（最大５業務）
   ・再委託及び共同企業体締結企業等として参加した業務実績についても、本業務に関わる実績であり、自社にかかる役割などが明確に分かれば記載してもよい。
・業務実績は、契約書（変更契約書含む）(写)を提出すること（別冊綴じ）。
※契約書（写）には、業務内容が判断できる内訳書、仕様書等（写）も提出すること。

（第５－１号様式）
業務実施体制（１）、スケジュール
■業務実施体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案事業者名：　　　　　　　
	
	予定技術者名
	所属・役職
	担当する分担業務の内容

	統括責任者
	
	
	

	○○担当
主任技術者
	
	
	
	他
名

	○○担当
主任技術者
	
	
	（適宜、行追加）
	他
名


注）記入にあたっての注意事項
・所属及び役職について、その者が「企画提案書」提出者以外の企業等に所属する場合には、企業名等も記載すること。
・想定される分野ごとに主たる担当主任技術者を選任すること。（ただし、その者が複数の分野にまたがり主たる担当主任技術者になることは妨げない。）
	【スケジュール案】

	


・同一業務で複数担当する者を配置できる場合、他何名かも記載すること。
・スケジュール案に関しては別表、別葉としても可。
（第５－２号様式）
業務実施体制（２）
■再委託業務分担　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案事業者名：　　　　　　　
	分担業務内容
	再委託先または協力先、及びその理由
（企業等の技術的特徴）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


注）記入にあたっての注意事項
・他のコンサルタント、事務所等に、業務の一部を再委託する場合、または学識経験者等の技術協力を受けて業務を実施する場合に記載すること。ただし、業務の主たる部分を再委託してはならない。
（第６号様式）
予定技術者の経歴等
【統括責任者】・【○○担当主任技術者】　　　　　　　　　　提案事業者名：　　　　　　　
	1 名前

	② 所属・役職

	③ 保有資格・登録番号・取得年月日

	④ 同種あるいは類似業務経歴(３件まで)

	業務名
(同種・類似)
	業務概要
	発注機関名
	履行期間

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	⑤ その他、直近で従事した技術業務など（３件程度、記載要領は欄外参照）
１）
２）
３）



注）記入にあたっての注意事項
・○○担当主任技術者の○○は、第５－１号様式で記載した各分野担当の名称を記載すること。
・統括責任者、分野担当主任技術者ごとに作成すること。
・同種・類似の定義については、第４号様式欄外注釈参照のこと。

・⑤については、本業務に直接関連しない、あるいは関連が低く④には挙げなかったその他の業務について、その業務概要を記載すること（例：○○年度、○○市発注、○○業務、主な自分の役割・・・）。
・保有資格として記載した資格については、証明する書類（写）を添付すること（別冊綴じ）。
（第７号様式）
予定技術者の業務実績
【統括責任者】・【○○担当主任技術者】
　名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案事業者名：　　　　　　　
	業務分類
	同　種　・　類　似
（いずれかに○）

	業務名
	

	契約金額
	

	履行期間
	

	発注機関名
	

	業務の概要
	

	業務の技術的特徴
	

	当該技術者の業務
担当内容
	


注）記入にあたっての注意事項
・第６号様式 ④に記載した業務について、具体的かつ簡潔に記載すること。
・一業務ごとに一枚作成すること。
（第３号様式）
企画提案書　表紙
鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の複合運営等
民間活力導入可能性調査業務
　上記の調査業務について、参加仕様書及び参考仕様書等を熟読し諸条件承諾の上、企画提案書を提出します。
年　　月　　日
　三重県知事　鈴木 英敬 あて
（提案書提出者）
住  　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　商号 又は 名称　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・名前　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表電話番号　　　　　　　　　　　　

	【　連　絡　先　】

担当者所属：

担当者名：

担当者電話番号：
担当者Ｆａｘ番号：
担当者電子メール：


	【企画内容】業務実施方針、各種調査、結果分析等

	例：
（１）業務実施方針
（２）各種調査
・〇〇調査
・
・
（３）結果分析

・〇〇調査の分析手法
・
・



（第８号様式）
　　提案事業者名：　　　　　　　

１ 提案は、参加仕様書や参考仕様書をはじめとした県の課題や目的を踏まえた「業務実施方針」から記載すること。





２ 「調査および分析」については、実施予定項目、それらに係るデータ取得方法、件数・現況把握手法、結果分析手法等、できるだけ具体的に提案すること（例：社会実験を行う場合には、店舗やイベントアイデアにかかる具体性でなく、実験に至るまでの組み立て、手法や結果分析手法などについての具体的提案を想定している）。


また、参考仕様書「３ 業務の内容（別表１含む）」に記載の項目のほか、さらに独自や追加の提案がある場合には分かりやすく記載すること。





３ 表現方法については、提出者の自由とする。


※記載文字のサイズは１２ポイント以上。ただし、注釈、図面等の記載を除く。


※適宜、カラーによる文字、図表、写真等を用いても可。


※記載の枠を広げることなども可。ただし、提出はＡ４サイズで１２ページまで。


作成及び表現方法等については、提出者の自由とする。









